
 

 

 

 

 

１ 教科等横断的な授業づくりとの関連 

（１）授業づくりの工夫・手立て 

問題解決・活用能力を育成するために、理科や国語の事象の中から、二量を見いだして単位量あ

たりの大きさで比較する問題解決学習を行う。 

本時では、台風による大雨時に川の水位がどのように変化するかを調べるため、雨量と川の水位

に着目する。そこで、単位量あたりの大きさの考え方を用い、１時間あたりに水位がどの程度の勢

いで上がるかを求めることを課題とする。雨量と水位は比例関係ではないが、３時間ごとに区切っ

たデータを提示することで、各時間帯における水位の変化を単位時間あたりの大きさとして比較で

きるようにする。 

(２)授業設計 

 

 

 

 

 

２ 指導計画 

 (１)こみぐあい・・・・・・・・・・・２時間 

 (２)いろいろな単位量あたりの大きさ・２時間 

 (３)速さ・・・・・・・・・・・・・・４時間 

(４)まとめ・・・・・・・・・・・・・２時間(本時１／２) 

 

３ 本時について（本時 9/10時） 

（１）本時の目標 

  事象を数理的にとらえ論理的に考察し、問題を解決する。〈思考力、判断力、表現力等〉 
  学習内容を生活にいかそうとする態度を養う。〈学びに向かう力、人間性等〉 

（２）展開 

学習活動 
教師の発問・指示(◎) 

予想される児童の反応(・) 

評価規準(◇) 支援(⇒) 

指導上の留意点(〇) 

時

間 

１ 問題場面を把握す

る。  

  

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

◎前の時間に単位量あたりの大きさ

を使っている、いろいろな場面を

見つけました。今日は、この川の

様子から問題を見つけて、考えて

いきましょう。 

◎川が変化するときはどんなときで

しょう。 

・雨が降ったとき。 

・台風が来たとき。 

・雨が降ったり台風が来たりする

と、利根川の水が増えるかな。 

 

 

 

◎大雨が降ったときのデータを用意

しました。どんなことが分かりま

すか。 

〇台風のときの利根川の様子が映っ

ている動画を流し、川の水位が上

がるイメージがもてるようにす

る。 

 

〇前時までの学習を想起し、数値化

できる事象を挙げられるようにす

る。 

○雨が降ったという変化に対して、

他に変わるものはないかという視

点で考えられるようにする。 

 

  

  

○雨量、水位の順で提示する。 
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2019 年 10 月に台風 19 号が来たときの利根川の様子です。 

教科等横断的な視点に立った授業づくり 
 

～事象から二量を見いだして単位量あたりの大きさで比較することで、 
課題を解決することができる児童の育成を目指して～ 

算数【単位量あたりの大きさ】 
 理科の事象の中から、二量を見いだして 
単位量あたりの大きさで比較する問題解決 
学習を行う。 
 〇雨量と川の水位の変化について 

理科【流れる水と土地】 
水の速さが、３つの働き（浸食・運搬・

堆積）の強さを大きく左右すること、水の
速さで地形が変化することについて、水の
速さを数値化して事象について振り返る。 

台風や大雨を教材として取り扱うため、

児童の実態に十分に配慮した上で実施

する必要がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の課題をつか

む。  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自力解決をする。  

 

 

 

 

 

 

・雨量を見ると、12 日が大雨だ 

ったことが分かる。 

・14 日も少し降っていたけど、 

それ以外に雨は降っていない。 

・川の水位はどうなるだろう。12日

が一番高いのかな。 

・雨が降ったら水位が上がりそう。 

・水位を見ると 13日が一番高くな

っていて、そのあとは低くなって

いる。 

・水位が上がり始めたのは雨が降っ

てから 12時間後だ。 

・13 日の 3 時には雨が止んでいるの

に、水位が一番高い。 

 

◎この２つのデータから、どんなこ

とが分かりますか。 

・雨が降ってもすぐに水位は上がら

ない。 

・３時間差がある。 

・どうしてかな。 

◎雨が降り続けて、水位が上昇しつ

づけると、川が氾濫してしまいま

す。今日は、このデータからどの

時間帯が危険だったかを考えてみ

ましょう。 

 

 

 

 

 

◎雨がたくさん降って水位が上がっ

た時間帯を絞って、みんなで考え

ていきましょう。 

・12 日の 18 時～21 時かな。 

・その３時間にしたとき、何が分か

ったら、勢い（速さ）が求められ

るのかな。 

・速さを求めるには、時間と道のり

が必要だよ。 

・時間は分かるけど、道のりってど

ういうことだろう。 

・水位を道のりにするのかな。 

・まずは、３時間分の道のりを求め

よう。 

 

◎18 時～21 時のときの、水の速さ

を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○雨量が多くなったあと、水位が上

昇するには時間差が生まれている

ことをグラフを見ながら確認でき

るようにする。 

 

☆理科の事象を算数の問題として扱

う意識をもてるようにする。 

○前時との学習の繋がりを意識し、

単位量あたりの考えを使って調べ

られることを考えられるようにす

る。 

○どのくらいの勢い（速さ）で水位

が上がったのかに着目できるよう

にする。 

○雨の降り方と水位の関係を調べる

ことで、危険を予測できることに

繋がる意識をもてるようにする。 

 

 

 

 

○児童と話し合いながら、解決した

い事象から二つの量を決められる

ようにする。 

 

 

 

 

○道のりを知ることができたら求め

られそうだという見通しがもてた

ら、今回は道のりを水位と置き換

えて求めることを確認する。 

 

 

 

 

◇学習内容を適切に活用して、筋道

立てて考え、問題を解決してい

る。 

⇒道のりに変わる水位を求められて

いない児童には、３時間で上昇し

た水位に着目するよう声をかけ、

2.54m を一緒に求める。 
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雨の降り方と川の水位の関係から、どのくらいの勢いで水位が

上がったのかを調べよう。 



 

 

 

 

 

 

４ 考えを発表し、話し

合う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをす

る。  

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習の振り返

りをする。 

 

 

 

 

◎考えを発表してください。 

Ｃ：5.27-2.73=2.54 

  3 時間で 2.54ｍの上昇 

    

 

 

 

 式  □×3=2.54 

    □=2.54÷3 

    □=0.846…  約 0.8ｍ 

・0.8ｍということは、80 ㎝だか

ら、１時間に 80 ㎝上昇するとい

うことが分かりました。 

◎他のところの３時間の水位の速さ

と比べることもできそうです。自

分で決めて調べてみましょう。 

・グラフを見ると、18時から 21 時

は急にあがっているけど、21時か

ら 24 時も急だと思うから調べよ

う。 

・同じ 3 時間でも水位の上がり方が

違う。 

・21 時～24 時のとき 

8.48-5.27=3.21 

3.21÷3=1.07 

１時間あたり 1.07ｍ水位があがる。 

  

◎今日の学習で、分かったことを自

分の言葉でまとめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

◎今日の学習で大切だと思ったこと

や、他にもっと調べてみたい場面

などを書きましょう。  

○計算で求められた児童には、数直

線に表して、関係を確認できるよ

うにする。 

 

○単位量あたりの考えを使って、１

時間あたりに増えた水位を比較す

ることで、水位の上昇を具体的に

考えることができたことが感じら

れるようにする。 

☆川の水位の上昇については、実際

には川幅や上流の雨量も関係して

くる。今回は、これらのことは考

慮していないことを児童に伝え

る。 

 

 

 

○単位量あたりの考えを使って、問

題解決ができたら、今度は自分で

調べたい範囲を決めて解決するよ

うに促す。 

○隣の児童と別の範囲を調べたら、

複数の時間帯の比較ができること

も伝え、協働的に学びを進められ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

○分かったこと、考えたことなどを 

振り返り、向上したことや学び方

のよさを確認・実感できるように

する。 

 

 

 

 

 

◇学習内容を生活に生かそうとして

いる。  
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４ 資料 

2019 年 10 月 11 日～15 日 

 

 

 

 

 

雨の降り方と川の水位の関係を、単位量あたりの考えを使って調べ

たら…（グラフの見た目では分からないことが数で分かった。） 
   （水位の上がり方が思ったよりも急だと分かった。） 



 

 

 

５ 実際の指導  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の学習感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇川の水位が上がる勢いを速さと捉えることで、単位量あたりの考えを使って１時間あたり
に水位がどのくらい上がったのかを調べることができ、実感を得た問題解決ができた。 

○水位の上がり方をグラフでも示したことにより、上がり方を視覚的に捉えることができた。
また、傾きと触れる部分があり、中学校への接続になる。３時間ごとの直線の長さや、角
度に目を向けることで、勢いと関係があるのではないかと考える姿が見られた。 

〇次時は、水位が上がっている４つの部分（時間）について勢いを求めると、避難するなど
の予想ができるという課題意識が生まれ、雨量と水位の関係を考えることができた。 

●理科の事象から問題場面への接続意識をもてるようにするがスムーズにできない部分があ
った。児童の自由な発想から、台風が来ることによる大雨を考えるところから、防災の観
点と繋げて予測ができないかと課題意識がもてるとよかった。 

●算数の問題として解決するための話合いに時間が必要であった。教師が主導してしまう場
面が多かったため、２時間計画で児童の思考に無理がないようにすることも考えられる。 

●雨量と川の水位は比例関係ではないため、区切った３時間を比例と捉える見方が適切かに
ついては再考の必要がある。水位の上昇の始まりと終わりを直線で結ぶことで比例とみな
し、雨量と水位の関係について考える方法もある。 

  

・グラフを見てどこがどうなっているのかをまず調べるのが大切だと思った。グラフから読み取り問題
を解くことができた。 

・今日は 15 時～18 時を求めたので、全ての時間を求めたら、どの時間帯が一番危険なのか分かりそう。 
・台風が来ているときの雨は、いつもの雨と変わらなくても、危険になるかもしれないと考えた方がい

いと思った。 
 

 
速さ、時間、道のりの関係に置き
換えたら、水位の上がる勢いを速
さと捉えて、問題解決ができない
かを話し合う場面 

二つの数量の関係から、求めた
ものが何を表しているのかをも
う一度考える場面 

雨が降ったときに水位が上昇す
ることを捉え、いつ上昇するの
かを考える場面 



 

 

１．教科横断的な視点での授業設計 

時数 教科 学習内容 評価規準（思・判・表） 

１ 社会 

４章 私たちの暮らしと経済 

～３節 市場経済の仕組みと金融～ 

（１）市場経済と価格の決まり方 

・希少性と価格との関係について、需要量と供給量を 

関連付けながら考察、表現している。 

２ 社会 （２）価格の働き 
・市場経済において価格が果たしている役割を、効率 

に注目して考察し、表現している。 

３ 

（本時） 
数学 

一次関数の利用 

「自動販売機で売られている飲み物の

未来の値段を予想しよう。」 

・社会問題について数学的な見方や考え方を働かせて 

解決しようとする態度を養うことができる。 

・自動販売機における販売年数と販売価格を一次関数 

の関係として捉え、自動販売機で売られる飲み物の 

将来の値段について予想をすることができる。 

【社会の学習について】４章 私たちの暮らしと経済  ～３節 市場経済の仕組みと金融～ 

（１）市場経済と価格の決まり方 

 

（２）価格の働き 

 

教科等横断的な視点に立った授業づくり 
 

～一次関数の利用～ 



２． 本時の指導案 

（１）目標：①一次関数として捉えられる２つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフ 

   を相互に関連付けて考察し表現することができる。(思考力、判断力、表現力等)  

②一次関数を用いて具体的な事象（自動販売機における販売年数と販売価格）を捉え、将来の値段 

について考察し表現することができる。 (思考力、判断力、表現力等) 

（２）展開案 

時間 学習活動と予想される生徒の反応 ◯留意点 ☆評価 

導 

入 

(５分) 

１ 現在の世の中にある社会の問題、社会の課題を全体で共 

有し、解決に向けて考え始める。 

Ｔ１「自動販売機の飲料の値段が上がっているようなんだけ

れども、この後も上がり続けるのかな？」 

Ｓ１「わかりません。」 

☆他教科での学びが定着しているか。

（知・技） 

○自動販売機のペットボトル飲料の値

上がりについての動画を視聴する。 

 ※ニュース動画などを活用する。 

展 

開 

(35分) 

２ 本時の課題を見いだす。 

課題「自動販売機で売られている飲み物の未来の値段を予想 
しよう。」 

Ｔ２「自動販売機で売られている飲み物の未来の値段を予想 

する為にどんなことを知りたいですか。」 

Ｓ２「今後の気温の変化」「過去の販売価格」「原材料の価 

格推移」「資源、原材料の需要と供給の関係」「ペッ 

トボトル飲料の需要と供給の関係」「円安、諸外国と 

の関係性」 

３ 自動販売機で販売されている飲み物の過去の値段を生徒 

に配布・提示する。 

【自動販売機で販売されている飲み物の過去の値段】 

 

 

 

４ 本時の課題を確認する。 

Ｑ自動販売機で売られている飲み物の１０年後、２０年後の 

値段を予想しよう。 

 

５ 自力解決をする。 

Ｓ３：経過した年数に対する、値段の上がり幅について考え 

ている生徒①（平均の値上がりの金額を求めている生 

徒） 

 

 

 

 

４２年で９０円上がっている。１年で２.１４円上が 

っている。２０３５年：１９０＋２.１×１０＝２１ 

１（円）。２０４５年：１９０＋２.１×２０＝２３ 

２（円）。 

 

 

 

〇関数の考え方、関数の概念について発 

表された生徒の意見を基に全体で共 

有、確認する場を作る。 

 

 

 

〇自動販売機で売られている飲料につ 

いてどの商品の値段であるか生徒か 

ら質問があった場合は回答する。 

 

 

 

 

☆一次関数として捉えられる２つの数量につ

いて、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、

グラフを相互に関連付けて考察し表現する

ことができる。（思・判・表） 

＜A評価となる生徒の姿＞ 

・変化の割合の考え方を利用して、１年毎の値

段の上昇値について考えられている。 

・経過した年数に対する値段の上昇値が変化

の割合を指し示していることに気付いてい

る。 

・平均の考え方を使って、１年間における金額

の上昇値を求められている。 

・平均の金額の上昇値を求める際に、任意に区

間を決めて平均の金額の上昇値を求められ

ている。 



Ｓ４：立式し解決する生徒。（１９９８年と２００８年） 𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 (𝑥 = 1998 , 𝑦 = 120)、(𝑥 = 2008 , 𝑦 = 140)を代入 

     120 = 1998𝑎 + 𝑏140 = 2008𝑎 + 𝑏 𝑎 = 2 , 𝑏 = −3876 
        𝑦 = 2𝑥 − 3876 
        (𝑥 = 2035 , 𝑦 = 194) ２０３５年：１９４（円） 

    (𝑥 = 2045 , 𝑦 = 214) ２０４５年：２１４（円） 

Ｓ５：グラフを作成し解決する生徒。【縦軸円（１マス１ 

０円）、横軸年（１マス１年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０３５年：約１９８円  ２０４５年：約２１９円 

５ 課題の解答を共有する。 

【Ｓ３→Ｓ４→Ｓ５の解答順で複数個ずつ取り上げる】 

６ 練り上げ。 

Ｓ６「年数の増え方に対する、金額の増え方を見ている。変 

化の割合を考えています。」 

Ｓ７「年数と金額の関係を一次関数の関係と捉えて、連立 

方程式を解き、傾き𝑎、切片𝑏の値を求めています。」 

Ｓ８「年数と金額の関係を一次関数の関係と捉えて、グラ 

フを作成しています。」 

・年と金額の関係を一次関数として捉え、任意

に区間を決め平均の金額の上昇値を求めら

れている。 

＜C評価となりそうな生徒への手立て＞ 

・変化の割合の考え方を確認する。 

・平均の考え方を使うよう促す。 

・理解が不十分な場合、基本的な事項の確認。 

 

〇机間指導をする際に、グラフを書いている生 

徒には、グラフ用紙を渡す。 

＜A評価となる生徒の姿＞ 

・年数と金額を一次関数の関係として捉え、一

次関数と見てグラフが書けている。 

・将来の値段を予想する為には、年数と金額を

一次関数の関係として見ることが必要であ

ることを整理できている。 

・年数と金額を一次関数の関係として捉える

ために、点の真ん中あたりに直線を引くこと

ができている。 

終 

末 

(10分) 

７ まとめを行う。 

Ｔ３「本時のまとめを書きましょう。」 

Ｓ９「一次関数の考えを使うことで、将来の自動販売機のジ 

ュースの値段を予想することができた。」 

Ｓ１０「これからは世の中にある事象について関数の関係と 

して見ることで、課題を解決していきたい。」 

☆自動販売機における販売年数と販売価格を、

一次関数を用いて捉え、将来の値段について

考察し表現することができる。（思・判・表） 

＜A評価となる生徒の姿＞ 

・年数と金額を一次関数の関係として捉え、将

来の値段を予想できている。 

＜C評価となりそうな生徒への手立て＞ 

・関数関係に注目させる。 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 



授業実践後の記録 

①授業実践後の板書 

 

 

 

 

②問題解決における生徒の記述（変化の割合の考えを基に思考している生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③授業実践後の生徒の学習感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④授業実践後意見交換会 
（１）授業者自評 

授業を経てどのような力をつけさせたかったか、その為の練り上げが難しかった。普段の授業以上に生徒同士が

対話をしていた。 

（２）参観者より 

面白い授業。主体的・対話的で深い学び、教科横断、単元の横断を感じた。子供たちの様子を見ていても楽しか

った。練り上げなくても、勝手に練られていたのではないか。 

（３）成果と課題 

社会→数学→社会。異教科 TTはどうか？２時間使える。探究っぽい学習の進み方。一次関数として見てよいの

か…再考が必要。社会数学の２時間で設定のように扱っても良さそう。 


